























イヌ科キツネ属に分類される（阿部 1994）。成獣の体重は 4 ～ 7kg、頭胴長は 60 ～ 75cm、
尾長は約 40cm とされる（阿部 1994）。キツネは、あらゆる環境に適応して生息している。
一般に好んで生息する環境は、広範囲の森林地帯より森林、耕作地、集落などがモザイク
状に分布する農村や山村地域とされるが（中園・土肥 1989）、地域により生息環境は大き











知多半島における GPS 首輪を用いたキツネ（Vulpes vulpes）の行動追跡（Ⅱ）
ツネは、行動域全体のイネ科の草むらなどの目立つ標識の上に糞・尿をし、各個体は他個
体のものとその臭いを識別し、縄張りを把握している（今泉 1986）。
　九州地方では、発情期は 12 月～ 2 月、出産期は 3 月～ 4 月、子育て期は 8 月頃までで、






　福田ら（2020）では、捕獲個体の短期的（2 週間～ 6 ヶ月）な追跡であったため、捕獲さ
れた個体のうち、ロードキルした 1 個体を除く 2 個体（2019 年 7 月 19 日に阿久比町矢高
楪東で捕獲された捕獲時年齢 1 ～ 2 歳体重約 7kg のオス（個体 1）と 2019 年 11 月 7 日に
阿久比町大字植大大石根で捕獲された捕獲時年齢 1 ～ 2 歳体重約 6kg のオス（個体 2））に

















　2019 年 7 月 19 日に GPS 首輪を装着して放逐した個体 1 については、2020 年 12 月下旬
まで GPS 信号が受信でき、ログデータのダウンロードができた。2020 年 12 月 23 日にド
ロップオフをおこない、2020 年 12 月 28 日に阿久比町矢高の雑木林で首輪を発見、回収
した（写真 1a）。測位データが得られた期間は、約 1 年 5 ヶ月であった。個体 1 は、放逐
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後 2020 年 1 月 5 日までは半径約 1.5km を主な行動範囲（以下、コアエリア）としていたが
（図 1a）、2020 年 1 月 5 日～ 16 日までの約 10 日間のみ、それぞれ知多市佐布里池南付近、
図 1　個体 1 の時期ごとの移動軌跡
a：2019年7月19日～2020年1月5日, b：2020年1月5～16日, 
c：1月16日～4月20日, d：4月20日～12月23日，〇は主な移動先で添え字はその地点番号
写真 1　ドロップオフ後発見・回収した GPS 首輪
a：個体 1 からドロップオフした首輪，　b：個体 2 からドロップオフした首輪
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常滑市前田ダム北付近、半田市吉田池付近と
コアエリアとを行き来し、直線距離で最大
約 6.5km 移動した（図 1b）。その後、2020 年
4 月 20 日まで、再び元のコアエリアで行動
した（図 1c）が、4 月 20 日以降調査を終了し





　2019 年 11 月 7 日に GPS 首輪を装着して
放逐した個体 2 は、個体 1 と同様に 2020 年
12 月下旬まで GPS 信号が受信でき、ログデー
タのダウンロードができた。2020 年 12 月 28




年 10 月 13 日以降の測位データは得られな
かったため、測位データが得られたのは約
11 ヶ月であった。
　個体 2 は、放逐した 2019 年 11 月 7 日か
ら 2019 年 11 月 28 日まで主に阿久比町南
部の権現山付近と半田市北部東午ヶ池付近
（約 2.0km）を行き来していた（図 2a）（福田ら
2020）。その後、2019 年 11 月 28 日に阿久比
パーキングエリア（以下、PA）付近に移動し
た後、阿久比町中西部の半径約 1.5km をコア
エリアとしつつ、2020 年 1 月 1 日までの約





距離移動をおこなった。また、2019 年 12 月
25 日以降は、11 月 28 日までのコアエリアに
図 2　個体 2 の移動軌跡
a：2019 年 11 月 7 日～ 28 日 ,
b：2019 年 11 月 28 日～ 2020 年 1 月 1 日 ,
c：2020 年 1 月 1 日～ 2020 年 10 月 13 日 ,





は訪れず、コアエリアを北に完全に移動させた。2020 年 1 月 1 日からは、1 月 19 ～ 20 日
にかけて知多市との間を行き来したのを除き、測位が取得できた 2020 年 10 月 13 日まで
阿久比町中部の半径約 1.5km の範囲をコアエリアとし、長距離移動はしなかった（図 2c）。
3.2　捕獲個体が頻繁に訪れた地点
（1）個体 1
　個体 1 が頻繁に訪れた地点を時期ごとに図 3 に示す。長距離移動前（2019 年 7 月 19 日
～ 2020 年 1 月 5 日）までは、主に、阿久比町矢高の雑木林（図 3,4，写真 2）、㈱ LIXIL 久
写真 2　個体 1 が頻繁に訪れた阿久比町矢高の雑木林の様子
a：西側からの雑木林の様子，b：東側の頻繁に訪れていた地点の様子
図 3　個体 1 がコアエリアで頻繁に訪れた地点（地図は Google map）
　： 2019 年 7 月 19 日～， 　：2020 年 1 月 16 日～，　：2020 年 4 月 20 日～
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図 5　個体 1 が頻繁に訪れた㈱ LIXIL 久米工場付近（常滑市久米）の雑木林
a：移動軌跡，b：空中写真
図 6　個体 1 が長距離移動前までに訪れた阿久比町植大三俣谷口のメガソーラ東の休耕地
a：移動軌跡，b：空中写真













た（図 1b，写真 3 アイウ）。































知多半島における GPS 首輪を用いたキツネ（Vulpes vulpes）の行動追跡（Ⅱ）








図 11　個体 1 がコアエリア拡大後に頻繁に訪れた箭比神社東の雑木林
a：移動軌跡，b：空中写真
図 10　個体 1 がコアエリア拡大後に訪れた阿久比町阿久比井瀬の小型太陽光発電施設
a：阿久比高校東地域の頻繁に訪れた地点，b：a の〇の範囲を拡大した空中写真
図 12　個体 1 がコアエリア拡大後に頻繁に訪れた権現山周辺の雑木林
a：移動軌跡，b：空中写真 , 〇は権現山
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　個体 2 の長距離移動以降のコアエリアで頻繁に訪れた地点を図 13 に示す。長距離移動
した 2019 年 11 月 28 日～ 2020 年 1 月 1 日については、移動先の、常滑市栄町神明社、常




　長距離移動以降測位が取得できた 10 月 13 日までで、コアエリアで頻繁に訪れた地点は、
エリア北部の阿久比 IC 付近、阿久比町草木外畑付近、中部の阿久比スポーツ村付近、南
部の阿久比 PA 付近、阿久比町阿久比旭付近の 5 地点であった。Google map および現地
調査で確認したところ、阿久比 IC 付近（図 13,15, 写真 5）および阿久比町草木外畑付近（図
13,16）は雑木林、阿久比スポーツ村付近（図 13,17, 写真 6）、阿久比 PA 付近（図 13,18）（阿
久比 PA 北東（写真 7a）および阿久比 PA 西（写真 7b））、阿久比町阿久比旭付近（図 13,19）
はメガソーラーおよび周辺雑木林であった。このように、5 地点中 3 地点がメガソーラお
よびその周辺雑木林で、過半を占めた。
図 13　個体 2 が長距離移動以降のコアエリアで頻繁に訪れた地点（地図は Google map）










図 14　個体 1 が長距離移動期間に頻繁に訪れた知多市新長根のメガソーラと周辺雑木林
a：移動軌跡，　b：空中写真
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図 15　個体 2 が長距離移動期間以降に頻繁に訪れた阿久比 IC 西雑木林
a：移動軌跡，b：空中写真
図 16　個体 2 が長距離移動期間以降に頻繁に訪れた阿久比町草木外畑付近雑木林
a：移動軌跡，b：空中写真




図 18　個体 2 が長距離移動期間以降頻繁に訪れた阿久比 PA 付近のメガソーラおよび周辺雑木林
a：移動軌跡，b：空中写真
図 19　個体 2 が長距離移動期間以降に頻繁に訪れた阿久比町阿久比旭のメガソーラ周辺疎林
a：移動軌跡，b：空中写真
写真 5　阿久比 IC 西雑木林の様子 写真 6　阿久比スポーツ村付近のメガソーラおよび
　　 　 周辺環境の様子
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4．考察
4.1　捕獲個体の長期的な行動追跡
　本研究では、知多半島において、キツネのオス 2 個体の約 11 ヶ月～ 1 年 5 ヶ月の長期
的行動追跡をおこなうことができた。両個体とも半径約 1.5 ～ 2.0km のコアエリアに定
住する一方、時期および期間は若干異なるものの、ほぼ発情期間である 12 月～ 2 月 （中
園・土肥 1989）の間の約 10 日～ 1 ヶ月間、直線距離で 6.5 ～ 15km の長距離移動をおこ
なった。これらの場所は、いずれもこれまでキツネの生息が確認されている地域付近で
（鈴木 2010, 福田・山田 2012, 福田・鷲沢 2013 など）、パートナーの探索のため移動して
いるものと考えられた。また、キツネは縄張りが厳格とされている（今泉 1986）が、同時
期に 2 個体のコアエリアが重なることはなかった。一方、個体 2 は、2019 年 12 月 25 日
以降コアエリアを完全に北に移動させたが、個体 1 が子育て期である 4 月以降（中園・土












写真 7　阿久比 PA 付近のメガソーラの様子
a：阿久比 PA 北東のメガソーラと周辺環境，b：阿久比 PA 西のメガソーラと周辺雑木林
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移動から戻って新たに 3 ヶ所の地点を頻繁に訪れるようになったが、その 3 地点はいずれ
も、メガソーラおよびその周辺環境であった。さらに、縄張りを拡げた 4 月以降も 1 ヶ所



















獲等許可（許可番号　30 尾知第 213-20 号）を受けておこなった。
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